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要         旨 

本論文では、幼児期後期において、どのように類推による問題解決能力

が発達していくのかを検討するとともに、問題解決につながる問題構造の

抽出を単独で行うことが難しい幼児では、それに代わる手法として、問題

構造に関連する対象の属性に注意を向けさせる手法が有効なのではないか

と考え、その点の検討を行い考察している。具体的には、対象の属性への

注意を促すどのような教示が、幼児の問題に対するより本質的な理解へと

促すのか、また、その効果や問題解決のあり方が５歳半頃に変わるのかに

ついて、５歳前半と５歳後半の幼児を対象に、複数の道具と類似の道具を

使って解決を行う物語文を材料に、６つの実験により実証的に検討した。

審査委員会では、以下の２点を特に評価した。 

 

１． ５歳前半と５歳後半の問題解決の仕方の違いについて、６つの実験に

より、物語的な問題解決に対して実証的に検証している点 
２． 従来の研究で示されなかった、幼児においては、構造につながる対象

の属性に注目させることで、問題内容によっては問題解決を促す可能

性があることを示している点 
 
本論文に対する審査は、平成 28 年 11 月 25 日（金）、平成 29 年 1 月 13

日（金）に行われ、平成 29 年 2 月 7 日（火）に公開発表と最終審査試験が

行われた。第１回審査会で、論文の構成・概要や調査結果は評価された

が、序論と考察において、部分的にわかりにくい記述がなされていること

が指摘された。第２回の審査会では、これらの問題に対して適切に修正が

なされたことを確認した。公開発表では、丁寧な説明がなされ、質疑に対

しても十分な回答を行った。 

以上の結果に基づき、本審査委員会では、本論文がお茶の水女子大学大学

院人間文化創成科学研究科の学位、博士（人文科学）、Ph.D. in Psychology

を授与するのにふさわしいと判断した。 
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